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感・参画が色別に示されており、児童の権利、人権に基づいた生活の在り方を知ることができた。
　大学 ESD 連携事業に関しては、スウェーデンにおける ESD の活動を統括するウプサラ大学
教 育 学 部 SWEDESD（Swedish International Centre of Education for Sustainable Development） や、
ウプサラ大学内の ESD の主要な組織である持続可能な開発センター（Centre for Sustainable 
Development）、国連大学が認証している持続可能な開発のための教育の地域専門センター












の目的は、2016 年 3 月 23 日（水）から 3 月 29 日（月）にスウェーデン・ウプサラ市及びリン





















スウェーデンにおける ESD の取り組み 
ある。現地スウェーデンでの調査は、人間社会学部教育学科、家政学部児童学科、家政学部住居
学科の 7 名の教員の共同調査により、学際的で効果的な調査となった。第１章の序論は田部と浅
野、第 2 章では、就学前学校施設における教育の概要と ESD（請川）、第 3 章は、基礎学校およ
び高等学校における地理授業の概要と ESD（田部・薬袋）、第 4 章は、学童保育所における教育
の概要と ESD（高野）、第 5 章は、大学・行政機関における教育の概要と ESD（浅野）、第 6 章は
自然学校における教育の概要と ESD（加藤）、第 7 章の総括は、田部、浅野、定行がまとめた。
1.2 ESD とスウェーデンの教育
ESD は、日本政府と NGO が、2002 年の国連ヨハネスブルグサミットにて提唱した概念であり、
地球環境における持続可能な発展（Sustainable Development）を促進するために、教育（Education）
を重視することを世界的に提案した 1）。スウェーデン政府も、その提案を大きく支援しており、
2005 年〜 2014 年までの 10 年を DESD（持続可能な開発のための 10 年）とした。スウェーデン
における ESD の大綱は、2004 年に、ESD スウェーデン委員会が掲げた 5 項目（SOU2004:104）
によるところが大きい。その 5 項目とは、1）民主主義、2）批判的思考、3）学際的教育、4）教授
法の多様性、5）参加と影響があげられている 2）。その後、2006 年 2 月 1 日、学校法において、「高
等教育機関で、現在と将来の世代の健康と良い環境、経済そして社会の福祉と正義に向けた持
続可能な開発を促進すること」が明記された 3）。例えば、スウェーデンでは、ESD の認証を、学
校庁（2008 年に廃止）が発行することで、その活動を支援している 4）。現在、2014 年に持続可能
な開発のための教育の 10 年である DESD（Decade of Education for Sustainable Development）を終





能である。また、義務教育開始前の 1 年間、全ての児童は就学前学級（Förskole klass）への参加
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石, 2009）、あるテーマを持ったプロジェクト型の教育活動を行い、写真を効果的に用いた教育
学的ドキュメンテーション（Pedagogical documentation）を作成し教育に生かしている。
2016 年 3 月に訪問したウプサラ市内にあるオルスタパルケンズ就学前学校（Årstaparkens 
förskola）は広い園庭が印象的な園であった。こちらの園には 4 つのクラスがあり、各クラス 1〜








基本的に子どもたちはそれぞれがやりたい活動に取り組むことになっている。11 時 30 分頃から

























同じく 2016 年 3 月に訪問したクロッカーボルス就学前学校（Klockarbols förskola）も ESD に力
を入れた学校であった。主任ともう 1 名の教師が、ウプサラで行われた ESD の研修（2008 年〜）
を受けたとのことである。この研修を受けるためには少なくとも 2 年間の期間が必要であり、経
済、環境、社会の 3 つの側面から ESD について考えるという本格的なものである。こちらの園
には約 80 人の子どもたちがおり、日々の生活の中では 15 〜 18 人でグループを作って活動をし
ている。しかし実際はそれよりもさらに小さなグループで活動したいということであった。
ESD の視点として、長期的な観点から物事を考えるということを大切にしており、これは人
間の生活も同様であるという話が興味深かった。2010 年には ESD を推進している学校としてこ
の地域では初めてスウェーデン教育省から ESD 学校の認証を受けている。また、この認証制度
では 3 年ごとに再認証を受けなくてはならないのだが、クロッカーボルス就学前学校では 2013
年に再認証を受けている。つまり、それほど積極的に ESD に取り組んでいる学校ということで
ある。













































ウプサラ市内のローゼンダール高校（Rosendal gymnasiet）で 23 日（水）に打ち合わせ、24 日
（木）9:00-10:00 に Bert Eriksson（バート・エリクソン）教諭の地理の授業を参観した（写真 6）。
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Sivve-Inger Halling（シヴィー・ハーリング）教諭からも話を伺った。バート教諭は 2010 年 11 月
よりローゼンタール高校に勤務しており、同時にウプサラ大学で人文地理学を教えている。大学
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（agroforestry）、⑤木炭の対生物作用（bio char）の 5 つの発表であった。調査したことをパワーポ
イントで示し、持続可能な農業の具体的な提案につなげていた（写真８、写真９）。教科書は、
この一冊を使って地理Ｉと地理 II ができるようになっている（写真 10）。
日本では持続可能な農業として化学肥料や農薬を使わない有機農業が注目され、有機農業推進






















対象児童は 9 年間の義務教育期間（基礎学校）における就学前学級から基礎学校 3 年生（6 歳か
ら 9 歳）までであり、60 名が登録しているという。来所した際と帰る際は必ずチェックをしてお
り、来所状況は表に示される。指導員が来るのは朝の 7 時 30 分であるため、親の仕事の関係か
らその時刻以前に来所する場合は警備員が対応する。現在の警備員（男性）は、たまたま幼稚園




























































ウ プ サ ラ 大 学 教 育 学 部 の SWEDESD（Swedish International Centre of Education for Sustainable 
Development）7）は、スウェーデンにおける ESD の活動を統括するセンターである。SWEDESD は、
国際開発活動における ESD を促進するために、SIDA（アフリカ開発機構）の支援により、2008
年に、ゴットランド大学（現：ウプサラ大学）に設立された。2016 年 4 月 7 日（水）に、GAP8）
策定に向けての全国ワークショップが行われ、多様な ESD のステークホルダーが集合し、GAP
の 5 項目に関する部会に分かれて話し合いが行われ、報告書がまとめられている。その他、大
学における ESD 関係の主要な組織として、地球環境学部の持続可能な開発センタ （ーCentre for 
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タ （ーCentre of Environmental and Development studies=CEmus）とウプサラ市水センタ （ーUppsala 
Vatten Centrum、=UVC）が所属している。また、2013 年に、地域で直面する問題を、より簡単
に解決するための個人とグループの為のセンターとして、国連大学が認証している持続可能な開
発のための教育の地域専門センタ （ーRegional Centre of Expertise=RCE）10）が設立され、スウェー
デンにある 3 つの RCE と共に、連絡を取り合いながら、地域の ESD 活動の促進をしている。
5.2 リンショーピン大学とリンショーピン市の例
リンショーピン大学では、ESD を司る組織がウプサラと違ってないのが特徴である。科学教














スウェーデンでは 20 世紀初頭に自然保護思想が高まり、1909 年に国立公園と天然記念物に関

































































2015 年 9 月の国連総会で、2030 年まで取り組む行動計画として「持続可能な開発目標（SDGs）」
14）が決められ、2016 年１月よりスタートしている。「貧困をなくす」「ジェンダー」「平等」といっ
た 17 項目からなる。国連は 2001 年に「ミレニアム開発目標（MDGs）15）」をまとめ、2015 年の達
成期限までに途上国の貧困改善などに成果をあげている。MDGs の後継として SDGs がつくられ、
従来の途上国支援に加え、気候変動など幅広い課題が盛り込まれている。法的拘束力はないが、
国連を中心に進み具合を監視していくことになっている。特に、MDGs においては、採択された
8 目標（1. 価値原則　2. 平和と安全、軍縮　3. 貧困の撲滅　4. 共有の環境の保護　5. 人権と民主
主義　6. 弱者の保護　7. アフリカの特別なニーズへの対応　8. 国連の強化）に、生態学と差別の
視点が欠けていた為、SDGs において補足された形となっている。また、17 項目中の 4 項目目に
は、「教育の質」が取り上げられ、1）持続可能な生活、2）人権、3）ジェンダー教育、4）平和と非






ろう。また、2014 年国連 DESD 最終年には、名古屋と岡山において国際会議が行われ、ESD の












校）、公立 Rosendal gymnasiet（ローゼンダール高校）の Bert Eriksson（バート・エリクソン）教諭、
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